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「氷砂糖」日本一のメーカーと災害時協定締結 

私たち特定非営利活動法人レスキューストックヤードは、氷砂糖の製造で全国トップシェ

アを誇る中日本氷糖株式会社様（本社・名古屋市中川区）と災害救援、復興支援の協賛に関

して協定を締結しました。防災・災害救援分野で民間企業とＮＰＯ法人が一対一でこうした

協定を結ぶことは珍しく、今後の地域防災体制の確立において貴重な一歩になります。 

同社が自社商品を生かした社会貢献事業を模

索するなかで当法人との連携が進み、協定締結

へと至りました。今後、同社の主力商品である

「なつかしの氷砂糖 160ｇ」の売り上げの１％

が当法人の災害救援活動に対して寄付されると

ともに、災害発生時には当法人が指定する被災

地へ商品（年間最大 2500 袋）が送り届けられ、

被災者やボランティアの疲労回復のために役立

てられます。商品には当法人のロゴマークや協

定に関する説明文が印刷されます。 

 名古屋大学医学部教授の植村和正先生によれ

ば、氷砂糖は「疲労回復・口やのどの渇きを潤

す・精神安定の効果」が期待できるとのことで、

心身ともに疲労がピークに達している被災地の

皆さんの元気づけの一助になるであろうと思い

ます。 

 同社南濃工場（岐阜県海津市南濃町）内「氷

砂糖資料館」で 2010 年６月９日に行われた協定

書の調印式では、同社の福井敏夫社長と当法人

代表理事の栗田暢之が協定書にサイン。新聞・

テレビ３社の前で、福井社長は「当社のモット

ーはゆっくりと長く続けること。今回も協定を交わしたからには、長く良好な関係を保っていきたい」とあい

さつ。栗田は「この氷砂糖を手に被災者が涙を流して喜ぶ姿が今から目に浮かぶ。われわれも社会的責任を負

って活動していきたい」と決意を表しました。 

【追記】協定書の調印から約１カ月半後の 2010 年７月下旬、

集中豪雨による水害に見舞われた山口県山陽小野田市に商品

1000 袋が提供され、名古屋から派遣されたＲＳＹスタッフが被

災家屋の片付けなどに追われる被災者に手渡し、喜ばれました。 
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 結ばれた中日本氷糖(株) 

 とレスキューストックヤード 

との災害救援・復興支援の協賛 

に関する協定書 

中日新聞 2010 年６月 10 日付朝刊記事 

【本件に対するお問い合わせ】 特定非営利活動法人レスキューストックヤード 
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